
 

平成２７年度事業報告書 

第１ 会 議 

 平成２７年度に開催した会議等は次のとおり。 

行   事 開催実施年月日 場  所 等 

１ 理事会・評議員会 

 

２ 理事会 

 

３ 副会長会議 

   〃 

    

４ 地区支会担当者会議 

    

５ 評議員選定委員会 

 

６ 消防団事務担当者会議 

平成 27 年 6 月 5 日 (金) 

 

平成 28 年 2 月 15 日 (月) 

 

平成 27 年 5 月 26 日 (火） 

平成 28 年 1 月 26 日 (火） 

 

平成 27 年 4 月 17 日 (金) 

 

平成 27 年 5 月 15 日 (金) 

 

平成 27年 11月 18日 (水) 

新潟市 万代シルバーホテル 

 

新潟市 新潟県公社総合ビル 

 

新潟市 新潟県公社総合ビル 

新潟市 新潟県公社総合ビル 

 

新潟市 新潟東映ホテル 

 

新潟市 新潟県公社総合ビル 

 

新潟市 新潟県自治会館 

 

第２ 事  業 

１ 第６６回新潟県消防大会・操法競技会 

   消防団員、消防職員及び防火･防災活動に尽力した一般人に係る功績を顕彰す

ることにより、団結の強化と士気の高揚を図るとともに、意見発表や大会開催の

広報を通じて防火･防災意識の向上を図ることを目的として表彰式典を開催した。 

   消防団員の消防技術の向上と団員相互の士気の高揚を図り、もって消防活動の

充実発展に寄与することを目的としてポンプ車操法及び小型ポンプ操法の競技

会を実施した。 

・期 日  平成 27年 7月 26日（日） 

・場 所  意見発表・表彰式 阿賀町文化福祉会館 

操 法 競 技 会 新潟県立津川漕艇場リギング場 

・主 催  新潟県、公益財団法人新潟県消防協会 

・共 催  五泉市、阿賀町、新潟県消防協会五泉・東蒲地区支会 

・参加者  操法競技会出場選手及び審査員 27チーム 250人 

消防関係者等             1,900人 

《行事内容》 

（１）意見発表者 

阿賀町消防本部  消防副士長 小日山 宏 彰 

阿賀町消防団  団   員 渡 部 清 子 



 

（２）表 彰 

平成 27年 7月 26日付け協会長表彰（平成２６年度中の消防功労者等） 

    ○消防職員、消防団員 

ア 功績章 

（消防の改善発達に特段の功績があった者） 

  佐渡市消防団 分団長  山本 雅和ほか 249名 

イ 精績章 

（30年精勤者）小千谷市消防団 団 長 富井 正志ほか   231名 

（20年精勤者）上越市消防団 副団長 渡邉  豊ほか   989名 

（10年精勤者）阿賀町消防団 団 員 五十嵐一恭ほか  2,050名 

 

（３）操法競技 

ア．ポンプ車操法の部 ９チーム 

（結果） １位 聖籠町消防団 

２位 妙高市消防団 

３位 上越市消防団上越方面隊 

イ．小型ポンプ操法の部 １８チーム 

（結果） １位 長岡市消防団長岡北部方面隊   ２位 胎内市消防団  

３位 妙高市消防団     ４位 新潟市消防団西方面隊 

  ５位 柏崎市消防団      ６位 十日町市消防団 

 

２ 殉職者慰霊祭 

消防活動で殉職した消防団員・職員、並びに消防活動に協力して亡くなられ

た方々の遺蹟の顕彰と消防活動における安全と無事故を祈り誓うことを目的

として、消防殉職者慰霊祭を実施した。 

・期 日 平成 27年 9月 6日（日）  

・場 所 新潟東映ホテル（新潟市中央区弁天２－１－６） 

・主 催 新潟県消防協会 

・参列者 昭和４１年以降の殉職者遺族 

新潟県消防協会会長、副会長、理事、監事 

新潟市消防局幹部職員、新潟市消防団幹部 

・来 賓 新潟県知事（代理：防災局長）、新潟県議会議長 

 

３ 防火啓発・消防団加入促進事業 

   平成２５年度の事業見直しで防火啓発事業と消防団加入促進事業を統合し、  

効率かつ効果的な事業実施と経費縮減等に努めている。平成２７年度も引き続

き両事業を統合して実施、地区支会に対し助成費を支給した。  

 

 



 

（１）防火防災に関する知識や心構えを広く住民に周知し防災意識を高めるとと

もに、併せて消防団員の加入促進･確保を図ることを目的として、消防団･地区

支会が行う防火啓発･消防団加入促進活動に対して助成費を支給した。 

＜支会名＞      ＜事業内容＞            ＜交付額＞ 

新 潟  入団促進･防火啓発ｸﾞｯｽﾞ作成・配布 264,800円 

長 岡  携帯型簡易救急ｾｯﾄ   216,770円 

   三市北蒲原 広報ｸﾞｯｽﾞ IC ﾚｺｰﾀﾞｰ､液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ購入 165,300円 

五泉・東蒲  AED ﾄﾚｰﾅ、のぼり旗購入   114,307円 

県 央  入団促進･防火啓発ｸﾞｯｽﾞの作成･配布 151,398円 

北魚沼  魚沼消防ﾌｪｽﾀ開催ﾁﾗｼの作成  121,500円 

南魚沼  団員勧誘･消防団 PR ｸﾞｯｽﾞ展示･配布 145,200円 

十日町  防火啓発ｸﾞｯｽﾞｸﾘｱﾌｧｲﾙ購入  141,800円 

柏崎・刈羽 防火啓発機材消防車両ﾏｸﾞﾈｯﾄｼｰﾙ購入 120,852円 

岩 船  防火予防ﾁﾗｼ配布､幹部団員表示証作成    147,247 円  

上 越  防火啓発･加入促進ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ､ﾃｨｯｼｭ配布  262,800 円 

佐 渡  消防ふれあい広場開催の消防 PR経費 128,200円 

合 計 1,980,174 円 

 

（２）防火防災に係る広報･啓発用ビデオ･DVDを、県消防協会事務局と長岡、南

魚沼及び上越地区支会の県内４カ所に整備して貸出等に対応した。 

 

４ 講習会助成事業 

（１）消防団員の知識技能の向上を図ることを目的として新潟県消防講習助成費

支給要綱に基づく講習を実施した支会に対し、次のとおり助成費を支給した。 

＜支会名＞   ＜規定講習＞     ＜一般講習＞        ＜合   計＞ 

新 潟     73,600円      251,600円          325,200円 

長 岡     55,600円      101,600円          157,200円 

三市北蒲原    36,000円       58,200円           94,200円 

五泉・東蒲    17,500円           21,000円           38,500円 

県 央     36,000円           68,400円          104,400円 

北魚沼     19,500円           24,900円           44,400円 

南魚沼     28,400円           28,600円           57,000円 

十日町     27,200円           25,200円           52,400円 

柏崎・刈羽    19,500円           36,000円           55,500円 

岩 船     30,300円           26,900円           57,200円 

上 越     72,900円          100,400円          173,300円 

佐 渡         22,000円           22,100円           44,100円 

計         438,500円          764,900円        1,203,400円 

  （２）消防大学校団長科研修  十日町市消防団 10,000円 



 

５ 新潟県女性消防団員活性化大会事業 

   新潟県で初めてとなる女性消防団員活性化大会を長岡市「アオーレ長岡」で

開催した。県内の女性消防団員は平成２６年１０月１日現在調査で６３４名、

全国７位の団員数を誇っている。全国活性化大会は年間行事で定着しているが

遠方での開催であることから参加が難しいため、新潟県版の開催を望む声を受

けて平成２７年度の新規事業として実現した。今後は隔年で開催する。 

・日 時 平成 27年 10月 17 日（土）13:00～16:30  

・会 場  活性化大会：アオーレ長岡「市民交流ホールＡ」 

      〃    「ホワイエ」（展示コーナー） 

  情報交流会：長岡グランドホテル「悠久の間」 

・主 催 (公財)新潟県消防協会、新潟県女性消防団員活性化大会実行委員会 

・共 催 新潟県、長岡市、新潟県消防協会長岡地区支会 

・参加者 女性団員・職員２０７名、男性団員・職員９０名 

  （うち団長２０名、消防長１１名）合計２９７名 

 

６ 消防互助事業 

（30消防団 38,658人、19消防本部 3,285 人、計 41,943人加入） 

（１）感謝状の贈呈  

５年以上１０年未満勤続して退会された会員 292名に対し、感謝状を贈呈した。 

 

（２）表彰状並びに退会記念品の贈呈 

１０年以上１５年未満勤続して退会された会員 561名に対し、表彰状及び記念

品を贈呈した。 

 

（３）弔慰金、見舞金の給付 

ア 災害見舞金の給付 

  住家の全焼及び半焼の罹災会員に対し見舞金を支給した。  1件 20,000円 

   （全焼 50,000円×0件、半焼 20,000 円×１件） 

イ 弔慰金の給付 

  公務外で死亡した会員 36名に対し弔慰金を支給した。 36件 1,800,000円

(１人当たり 50,000円)  

 

第３ 日本消防協会関係事業 

１ 日本消防協会が実施する次の事業の業務を行った。 

（１）福祉共済事業 

（30消防団 38,497 人、2消防本部 155人、県協会 3人、計 38,655 人加入） 

 消防団員・職員等が死亡、障害・入院等となった場合の生活を守るための

福祉共済金を給付した。 

 



 

・遺族援護金：18件 17,511,000円 

・生活援護金： 2件  1,827,500円 

・障害見舞金： 6件  1,550,000円 

・入院見舞金：88件  5,790,000円(うち公務によるもの 0件 -円) 

合 計 114件 26,678,500 円 

 

（２）火災共済事業（平成 28年 3月 31日現在：7消防団 11,324人加入） 

ア 火災等の罹災を受けた消防団員・職員等に対し、火災共済金を給付した。 

・火災共済金 4件 968,303円 

   イ 防火防災に関する作文コンクール 

  ・応募総数 2点 

   ウ 防火ポスター 

     ・応募総数 4点 

 

（３）消防個人年金事業 

消防団員、消防職員等の老後の生活を支えるための給付事業 

・平成 28年 1月 1日現在 加入者 873人(うち年金受給者数 298人) 

 

 （４）婦人消防隊員等福祉共済事業（2防火クラブ加入 67人） 

    ・福祉共済金の交付 障害見舞金 1 件 60,000円 

入院見舞金 1 件 28,800円  合計 2件 88,800円 

 

（５）健康増進事業 

消防団等に健康増進に係る健康器具等の物品を配布する事業 

・トレハクラブとの物品売買契約  １０地区支会､県協会 3,698,460 円 

・地元業者からの物品購入・配付   ２地区支会  450,144円 

合 計    4,148,604円 

＜交付先＞              ＜器具名＞ 

○トレハクラブに係るもの 

新 潟 新潟市消防団   ﾌｪｲｽﾏｽｸ、ｽﾄｯﾌﾟｳｫｯﾁ、小型ﾒｶﾞﾎﾝ B ｻｲﾚﾝ音付 

長 岡 長岡地区支会  体力錬成器具ｾｯﾄ､使捨防じんﾏｽｸ､ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰｾｯﾄ､ﾘﾔｶｰ 

三市北蒲原 胎内市消防団  ＬＥＤヘッドライト 

県 央 燕市消防団 イージーアップテントアルミ、ＬＥＤヘッドライト 

北魚沼  魚沼市消防団 イージーアップテントアルミ、使捨防じんマスク 

南魚沼  南魚沼地区支会  拡声器、同ﾏｲｸ、同ｽﾀﾝﾄﾞ、ﾊﾝﾄﾞﾙ付ｼｮﾙﾀﾞｰﾒｶﾞﾎﾝ 

柏崎刈羽  柏崎市消防団   イージーアップテントアルミ、10㎏ﾃﾝﾄｳｴｲﾄﾊﾞｯｸﾞ 

岩  船  関川村消防団   ﾊﾞﾙｰﾝ投光機、同ﾍｯﾄﾞ、三脚ｽﾀﾝﾄﾞ、LED ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ 

上  越 上越市消防団 拡声器ｾｯﾄ､ﾊﾝﾄﾞﾙ付ｼｮﾙﾀﾞｰﾒｶﾞﾎﾝ､巻尺 100m 

  妙高市消防団 イージーアップテントスチール 



 

佐  渡 佐渡地区支会   ハンディ無線機セット、ｱﾙｺｰﾙｾﾝｻｰＡﾀｲﾌﾟ 

県協会 事務局  自転車 

 ○地元業者に係るもの 

五泉･東蒲 阿賀町消防団 テントＱセット､ｸﾗｼｶﾙｱｰﾑﾁｪｱｰ､ﾃﾝﾄｳｴｲﾄ 10㎏ 

十日町 津南町消防団 イージーアップテントアルミ、拡声器、小型ﾒｶﾞﾎﾝ B ｻｲﾚﾝ音付 

 

（６）女性消防団員等制服配備事業 

   ・制服の交付 

  長岡市消防団１０着、五泉市消防団１着、小千谷市消防団４着  

  三条市消防団３着、田上町消防団１着、南魚沼市消防団９着 

  柏崎市消防団３着、上越市消防団４着、糸魚川市消防団１着 

  佐渡市消防団１着    合 計  ３７着 

 

（７）消防育英事業        

ア 消防育英会奨学規程に基づく給付 

・消防殉職者、公務による重度障害者、消防に協力して死亡した者の子弟 

 （石田満、島田真生）への奨学金の支給       2 名 612,000円 

   イ 新潟県消防協会殉職者遺家族援護事業基金の運用規程に基づく給付 

    ・殉職者等子弟（島田真生）の中学卒業祝金     1 名   5,000円 

 

 （８）防災車両交付事業 

    消防団の防災活動のための消防車両の交付 

   ・ 平成 27年 12月 16日 糸魚川市消防本部 防災活動車（ＳＵＶ型） 

 

２ 日本消防協会が実施する次の消防行事及び研修等に参加した。 

（１）日本消防協会役員会議（理事会・評議員会） 

・期 日  平成 27年 6月 19日（金） 

・場 所  日本消防会館（ニッショーホール） 

・出席者  藤田会長、大島副会長、五井副会長 

 

（２）第２２回全国女性消防操法大会 

・期 日  平成 27年 10月 15日（木） 

・場 所  神奈川県横浜市 横浜市消防訓練センター 

・出場隊  新潟県代表：魚沼市消防団 魚沼市女性消防隊  

 

（３）第３４回全国消防殉職者慰霊祭及び日本消防協会役員会 

・期 日  平成 27年 9月 10日（木） 

・場 所  日本消防会館（ニッショーホール） 

・参列者  藤田会長、御遺族５名（うち１名遺族会理事） 



 

（４）第２１回全国女性消防団員活性化佐賀大会 

   県内からは 5消防団 24名の参加があり、旅費等の助成を行った。 

・期 日  平成 27年 10月 29日(木)～30日(金) 

・場 所  佐賀県佐賀市 佐賀市文化会館、マリトピア 

・参加者  藤田会長、新潟市消防団、五泉市消防団、阿賀町消防団、柏崎市

消防団、佐渡市消防団の５消防団２４名 

 

（５）消防団を中核とした地域防災力充実強化大会 in茨城 2016 

    消防庁事業として東日本と西日本で開催され、県内から次のとおり参加した。 

・期 日  平成 28年 1月 29日（金） 

・場 所  茨城県つくば市 つくば国際会議場 

・参列者  藤田会長、新潟市消防団員･消防局職員１１名 

 

（６）第４２回消防団幹部特別研修 

・期 日  平成 28年 1月 12日～15 日 

・受講者  糸魚川市消防団 団長 池亀 六男 

 

（７）第１５回消防団幹部候補中央特別研修 

  ア 男性の部（３人） 

   ・期 日  平成 28年 2月 3日～5日 

   ・受講者  見附市消防団、加茂市消防団、弥彦村消防団 

  イ 女性の部（２人） 

   ・期 日  平成 28年 2月 17日～19日 

   ・受講者  阿賀町消防団 

 

（８）都道府県事務局長会議 

   ・期 日  平成 28年 3月 1日（火） 

・場 所  日本消防会館 会議室 

 ・出席者  小林事務局長、南波嘱託員 

 

（９）日本消防協会役員会議（正副会長会議・理事会・評議員会）及び定例表彰式 

 ・期 日  平成 28年 3月 8日（火） 

・場 所  日本消防会館（ニッショーホール） 

・参加者     藤田会長、大島副会長 

表彰旗受賞者(小千谷市消防団) 

 

 

 

 



 

第４ 東北地区各県協会との情報交換 

１ 東北地区消防連絡協議会 

東北地区（７県）の消防協会長他幹部の消防関係者が一堂に会し、各県協会

との情報交換と連絡調整を行う会議であり、協議結果等をとりまとめ、消防団

が抱える諸問題について研究討議を行った。最終の協議結果については、ブロ

ック代表当番県が消防庁長官及び日本消防協会長へ要望を行った。 

・期 日  平成 27年 7月 16日～17日 

・場 所  福島県郡山市中町 郡山ビューホテルアネックス 

・参加者  藤田会長、五井副会長、佐藤副会長 

 

２ 東北地区消防協会事務局会議 

東北地区の消防協会が抱える諸問題について協議し、地域消防の活性化と協

会の円滑な運営を図るため情報交換等を行った。 

・期 日  平成 28年 1月 14日～15日 

・場 所  秋田県 ホテルメトロポリタン秋田 

・参加者  小林事務局長、久保主事 

 

３ 北海道・東北地区消防協会実務担当者会議 

     北海道を含めた東北地区消防協会の実務担当者と日本消防協会担当者との事 

業情報等に係る情報交換を行った。 

・期 日  平成 27年 7月 7日～8 日 

・場 所  秋田県南秋田郡大潟村 ホテルサンルーラル大潟 

・参加者  久保主事、南波嘱託員 


